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批評と表現文化批評と表現文化

El雑誌をき亮む|l.雑誌を読む
月3 月

橋
爪

大

三
郎
(
東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
学
)

三
月
に
北
京
で
全
国
人
民

代
表
大
会
が
開
か
れ
た
。
朱

鱈
基
首
相
は
、
混
家
宝
首
相

に
パ
ト
ン
タ
ッ
チ
、
胡
錦
瀞

時
代
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
新
指
導
部
の
課
題

は

何

か

。

み

・

α

「三
農
」

(農
業
、

同

-

農
村、

農
民
)
問

題

が

し

深
刻
と
な
っ
て
い
る
。

回

起

清

水

需

要

が

問

題

諜

の
輪
郭
を
紹
介
す
る
。
内
ノ

《
農
業
従
事
者
は
一
億
仇
M
r

人
も
い
れ
ば
十
分
と
さ
也
市
H

れ
、
農

[
E
E幅
五
千
万
建
司

人
前
後
が
過
剰
な
労
働
一
日

力
V
な
の
だ
。
農
産
物
流

の
価
格
が
過
去
数
年
引

M
M

き
下
げ
ら
れ
、
農
民
の

H
E

所
得
が
落
ち
込
ん
だ
。

中

w
T
Oに
加
盟
し
た
の

で、

値
上
げ
は
困
難
だ
。
出

稼
ぎ
で
都
市
に
出
て
も
、
都

市
戸
籍
を
取
得
す
る
道
は
閉

ざ
さ
れ
、
差
別
を
受
け
て
い

る
。
一
月
の
全
国
農
村
工
作

橋
爪

(夕刊)⑤ 臣官;i:fr 日/一
旬:@ 〈第3~.重郵便物認可〉

会
議
で
温
副
首
相

(当
時
)

は、

A
A
農
業
の
余
剰
労
働
力

を
大
量
に
移
動
V
さ
せ
る
考

え
を
の
べ
た
と
い
う
。

三
農
問
題
ひ
と
つ
を
と
っ

て
も
、
中
国
が
直
面
す
る

困
難
は
日
本
の
比
で
は
な

い
。
北
京
や
よ
悔
の
発
展

に
目
を
替
わ
れ
な
い
で
、

中
国
の
内
政
に
う
ん
と
踏

み
込
ん
だ
分
析
が
い
芋
必

要
な
の
だ
と
思
う
。

『
中
央
公
論
』
の
日
台
断

交
三
O
周
年
特
集
で
は
田

中
首
相
の
蒋
介
石
総
統
宛

て
親
書
が
注
目
で
あ
る
。

『
諸
君
!
』
の
稲
田
朋
美

論
文
は
、
中
国
側
に
ど
乙

ま
で
適
用
す
る
論
理
か
わ

か
色
な
い
が
、
A
日
本
の

政
治
家
や
外
交
官
は
国
益

に
関
わ
る
・・・
国
際
間
題
に
・
・
・

正
論
を
い
お
う
と
は
し
な

い
V
の
で
、
誤
っ
た
認
識
に

も
と
づ
く
抗
議
が
続
い
て
い

る
、
と
の
指
摘
に
賛
成
す
る
。

く私のお勧め>

大

三
郎

(東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
学
)

出
来
た
の
は
、

A
岸
の
歴
史

と
の
関
わ
り
方
、

:・
国
家
と

国
民
へ
の
使
命
感
V
に
よ
る

の
だ
と
い
う
。
国
民
の
人
気

に
お
ん
ぶ
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス

ト
政
治
家
の
対
極
を
、
福

田
は
そ
乙
に
み
て
い
る
。

だ
が
今
日
の
わ
れ
わ
れ

は
、
岸
信
介
を
受
け
入
れ

な
い
だ
ろ
う
。
国
民
的
な

人
気
に
支
え
ら
れ
、
し
か

も
合
理
的
な
、
概
し
て
不

人
気
な
政
策
判
断
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
政

治
を
、
ど
う
す
れ
ば
実
現

で
き
る
だ
ろ
う
か
。

政
策
を
丸
投
げ
に
す
る

小
泉
政
権
が
、
乙
の
理
想

に
遠
い
と
と
は
確
か
だ
。

だ
が
A
小
泉
さ
ん
が
辞
め

れ
ば
そ
れ
で
終
わ
る
と
い

う
ほ
ど
簡
単
な
も
の
で
は
な

い
V
(亀
井
)
。

小
泉
首
相

の
代
わ
り
が
い
な
い
と
い
う

国
民
の
あ
き
ら
め
こ
そ
、
政

治
の
衰
弱
の
正
体
な
の
だ
。

=文芸春秋4月号
ニ中央公論4月号

=諸君 !4月号

。中国農村知られざる惨状(清水美和)
@蒋介石総統宛て田中角栄首相親書
@中国 「国際交流協会」で「靖国Jを弁護する (稲田朋美)

ニ正論2月号~

=発言者2月号

=諸君 !2月号

あアレ 田 の ち A 米あ焦憤底 進 が だ 束 せ係 条 なしが去
おメて岸 はがは合・つがりにみ予がす、を約六構い、年石
うリ :は高岸だ理反たれと、 :想当る 経い改 O 想連岸 宇 原
とカ受 、く 信 か 性 安 。 た 恨 忘 日 以時も済つ定年で載信語莞
しとけ A 評介つを保そ V み れ本よはの的そはの期を介[爾
た正止 敗 価だて掲のう時がた人 の 、 だ 緊う 、日 待始をどの
V 面め戦 す と い げ 運 し 期 、 はの早入つ栄安日米がめ回ル連
。か なは る 、たて動たで 燃ず 心さ 復 たを定米安もた商福 載

そらが敗。福 V 立に反もえのの で 興 O 約さ関保て oす田評
れっち戦 る大る和伝

が き、 と 「昭和の妖怪Jの合理性 。き新 也を

<私のお勧め〉

。連載・悪と徳と一一岸信介と未完の日本(福田和也)

@内閣打倒の雄叫びを挙げよ(亀井静香)

@官僚支配の復権 (加藤寛、堺屋太一、樺井よ しと)
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橋
爪
大
三
郎
(東京
工
謀
説
誠
一
)

「ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク

ス
(
一
言
政
治
)
」

。
最
近
、
小
泉
首

相
の
政
治
ス
タ
イ
ル
が
こ
う
形
容
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
乙
れ
で
い
い
の
か

と
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

先
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
A
民
主

党
の
琶
代
表
が
、
八
月
十
五
日
の
靖
国

参
揮
、
国
債
発
行
額
を
三
十
兆
円
以
下

に
抑
制
す
る
、
ペ
イ
オ
フ
の
解
禁
と
い

っ
た
小
泉
政
権
の
主
要
公
約
が
、
乙
と

ご
と
く
破
ら
れ
て
い
る
・
・・と
追
及
・
・・
。

そ
れ
に
た
い
し
て
、
小
泉
総
理
は
:
・「こ

の
程
度
の
約
束
を
守
ち
な
い
乙
と
は
大

し
た
こ
と
で
は
な
い
」
:
・
と
放
言
し
て

し
ま
い
ま
し
た
V
(福
田
和
也
「
歴
代

総
理
の
言
語
能
力
採
点
」
H
文
芸
春
秋

3
月
号
)
。
従
来
な
ち
即
審
議
ス
ト
ッ

プ
だ
が
A
こ
れ
だ
け
重
大
な
「
失
言
」

が
あ
っ
て
も
、
審
議
に
は
・:
支
障
が
な

l 雑誌き読む
月2 

か
っ
た
V
(赤
坂
太
郎

「
『
ポ
ス
ト
小

泉
』
野
中
広
務
の
意
中
の
男
」
H
同
)
。

政
治
家
の
言
葉
が
重
み
を
失
っ
た
証
拠

で
あ
る
。

渡
迫
恒
雄
は
、
小
泉
首
相
は
A
「改

革
な
く
し
て
成
長
な
し
」
「
自
民
党
を

ぶ
つ
壊
す
」
と
い
っ
た
:
・
「
叫
喚
的
ス

ロ
ー
ガ
ン
」
を
連
発
し
て
い
る
V
だ
け

返
す
V
と
分
析
、

A
乙
の
人
は
、
首
相

は
お
ろ
か
政
治
家
に
レ
て
は
い
け
な
い

人
で
す
V
と
手
厳
し
い。

公
約
も
守
5
な
い
、
経
済
も
回
復
し

な
い
、
め
ぼ
し
い
実
績
も
な
い
。
で
は

な
ぜ
小
泉
政
権
は
倒
れ
な
い
の
か
。

ま
ず
野
党
に
決
め
手
が
な
い
。
A

州議

の
実
権
を
握
っ
て
い
る
か
ら
、
安
心
し

て
、
実
現
で
き
な
い
改
革
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
叫
ぶ
乙
と
が
で
き
る
。
両
者
は
持

ち
つ
持
た
れ
つ
だ
と
も
言
え
る
。

政
治
評
論
家
の
早
坂
茂
三
に
よ
る
と

A
抵
抗
勢
力
と
い
う
発
想
は
戦
後
日
本

政
治
の
革
命
だ
っ
た
。
も
と
も
と
小
泉

恒 雄 氏j度~

新
シ
ス
テ
ム
の
構
築
急
げ

で、

A
ワ
イ
ド
シ
ョ

1
全
盛
時
代
の
テ

レ
ビ
政
治
を
武
器
と
す
る
、
日
本
で
最

初
の
成
功
し
た
劇
場
型
政
治
家
と
な
っ

た
V
と
結
論
す
る
。
い
っ
ぽ
う
高
村
薫

は、

入
小
泉
・
:
語
法
の
基
本
的
な
特
徴

は
、
話
を
非
常
に
単
純
化
し
て
、
断
定

的
に
語
り
、
同
じ
こ
と
を
何
度
も
操
り

-小泉総理に友情をもって直言す(渡遺恒雄)
二文芸春秋3月号

叫喚的スローガンの連発。経済を守るため君子豹変を 1

・小泉純一郎 最も危険な宰相(高村葉、国正武重) ! 
二同

思いつき、準備不足、 努み足。自民もすでに自壊作用
• r国会空洞化Jの危機をどう克服するか(飯尾潤)

二中央公論3月号

議員は立場を明確に。選挙の時だけ小泉人気に頼るな
・私はジャーナリストから外れている(田原総一朗)

=論座3月号
プロセスの透明化が大事。 危機意識から政治に期待も

見
え
ぬ
利
益
分
配
の
代
案

活
路
は
解
散
、

院
内
閣
制
の
国
会
は
・・・
与
野
党
対
決
を

機
軸
と
す
る
た
め
、
小
泉
内
閣
の
よ
う

に
与
党
内
に
重
大
な
対
立
を
抱
え
て
い

・
る
と
、
そ
う
し
た
政
権
内
対
立
の
ほ
う

に
関
心
が
集
中
し
、
国
会
へ
の
関
心
は

薄
れ
て
し
ま
う
・
:
。
菅
代
表
が
張
り
切

っ
て
小
泉
首
相
を
追
い
つ
め
て
も
、
気

が
つ
け
ば
与
党
内
「
抵
抗
勢
力
」
と
同

じ
立
場
に
な
っ
て
し
ま
V
う
。
か
と
言

っ
て、

A
小
泉
首
相
を
脇
に
置
い
て
、

小
泉
首
相
と
対
立
す
る
与
党
議
員
を
批

判
す
る
の
も
難
し
い
V
(飯
尾
潤
)
。

自
民
党
政
権
な
の
に
、
自
民
党
を
批
判

し
て
人
気
の
小
泉
首
相
が
、
野
党
の
お

株
を
奪
っ
て
い
る
の
だ
。

第
二
に
、
与
党
内
の

「抵
抗
勢
力
」

も
、
つ
ぎ
の
選
挙
を
考
え
る
と
、
小
泉

首
相
を
辞
め
さ
せ
に
く
い
。
い
っ
ぽ
う

小
泉
首
相
は
、

「
抵
抗
勢
力
」
が
政
治

自
民
離
党

は
、
自
民
党
の
・
:
異
端
だ
か
ら
ね
。
経

済
や
外
交
の
知
識
や
経
験
が
ま
っ
た
く

な
い

V
。
で
も
首
相
に
な
れ
た
の
は
、

入
車
が
減
法
き
く
か
ち
・:
。
無
智
は
強

し
。
で
き
も
し
な
い
大
佐
勝
を
吹
い
て

世
間
を
部
し
込
ん
だ
V
(早
坂
・
二
宮

清
純

「
ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
ン
ド
で
見
る
小

泉
政
治
司
令
埴
の
条
件
」

H
諸
君
!

3
月
号
)
。
と
れ
が
「
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ

・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
の
中
身
だ
と
し

た
ら
困
り
も
の
だ
。

小
泉
政
権
の
不
思
議
な
特
徴
は
、
小

泉
首
相
個
人
の
資
質
に
よ
る
と
い
う
よ

り
、
政
治
状
況
の
変
化
に
も
と
づ
く
も

の
だ
と
思
う
。
利
益
分
配
に
よ
っ
て
国

民
の
支
持
を
と
り
つ
け
る
自
民
党
政
治

が
も
う
運
用
し
な
く
な
っ
た
の
に
、
そ

れ
に
代
わ
る
シ
ス
テ
ム
が
見
つ
か
ら
な

い
a
そ
と
に
問
題
の
根
本
が
あ
る
。 潤氏

-
田
原
総
一
朗
は
、
歴
坑
内
閣
の
う
ち

A
橋
本
内
閣
の
終
わ
り
頃
か
ろ
・
・
・権
力

の
側
に
日
本
を
ど
う
す
る
と
い
う
展
望

も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
欠
け
て
い
る
乙
と
が
は

っ
き
り
し
て
き
た
0

・
:
批
判
す
る
か
ち

に
は
、
代
案
を
考
え
な
り
れ
ば
V
と
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
(
「
私
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ち
外
れ
て
い

る
」
)
。
小
泉
政
権
は
、
乙
う
し
て
迷

走
し
て
き
だ
自
民
党
歴
代
政
権
の
末
期

的
症
状
で
あ
る
。
小
泉
首
相
の
矛
盾
は
、

自
民
党
そ
の
も
の
の
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

で
は
、
小
泉
政
権
の
行
く
末
、
ポ
ス

ト
小
泉
政
局
は
、
ど
う
な
る
の
か。

田
原
は
、

A
小
泉
さ
ん
の
構
造
改
革

は
政
治
を
不
透
明
に
レ
て
い
る
構
造
を

ぶ
ち
こ
わ
す
乙
と
で
す
0

・:
期
待
し
て

い
る
V
と
い
う
。
い
っ
ぽ
う
渡
遊
は
、

「構
造
改
革
」
の
概
念
が
あ
い
ま
い
で

A
旧
来
の
行
財
政
改
革
の
延
長
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
だ
が
、
・
:
金
融
シ
ス
テ
ム

の
構
造
改
革
に
踏
み
込
む
こ
と
で
大
混

乱
に
直
面
V
し
た
と
批
判
す
る
。
世
論

は
両
者
の
聞
で
ま
だ
揺
れ
て
い
る
。
ど

う
せ
「
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ

ク
ス
」
さ
と
、
世
論
が
見
限
っ
て
し
ま

え
ば
、

「抵
抗
勢
力
」
に
と
っ
て
小
泉

首
相
の
利
用
価
値
は
な
く
な
り
、
政
権

も
あ
っ
さ
り
倒
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
、
小
泉
首
相
に

残
さ
れ
た
道
は
、

解
散
に
訴
え
、
自
民

党
を
劃
っ
て
出
る
こ
と
で
あ
る
。
「
ワ

ン
フ
レ
ー
ズ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
政

策

「丸
吹
け
」
で
も
な
い
、
具
体
的
で

現
実
的
な
政
策
プ
ラ
ン
を
国
民
に
示
す

と
と
だ
。
い
ま
の
小
泉
首
相
に
は
ハ
ー

ド
ル
が
一
告
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。

小
泉
首
相
が
、
解
散
な
し
の
総
裁
選

再
選
を
め
ざ
す
よ
う
だ
と
、
ポ
ス
ト
小

泉
政
権
は
、
意
外
に
近
い
か
も
し
れ
な

い
。
さ
ら
に
矛
盾
を
深
め
た
自
民
党
政

権
の
登
場
と
な
ろ
う
D

国
民
が
納
得
で

き
る
政
治
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る
日

ま
で
、
困
難
は
続
き
そ
う
だ
。

飯 尾

…一一..-
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批評と表現文化

月4 

橋
爪

大

三

郎

(東
京
工
業
大
教
授

・
社
会
学
)

月

fi f i!信組4255i;ziiii2i
iEiiiji???1jiijjjiii言語!?
ス打公園匂て 」 昼、 、 、はがせた

.;;::r.MA""←11 "? h ~.- It陸宮ヲ北四集いの
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室長弓富2悪習だ弓喜志妻世見調るク国時 「 ↓英霊芸名

。江沢民が行方をく らました (上村幸治)
@チャイナ・リスクの時代(中西輝政)
@)SARSが火をつけた 胡錦溝VS，江沢民
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=文芸春秋7月号
=Voice7月号
=現代7月号

<私のお勧め>

橋
爪

大

三

郎

(
東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
学
)

(夕刊)

日
本
初
の
偵
察
衛
星
二
基

が、

三
月
二
八
日
に
打
ち
上

げ
ら
れ
、
軌
道
に
乗
っ
た
。

独
自
の
情
報
収
集
・
分
析
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。

偵
察
衛
星
の
解
像
度

は
、
既
存
の
商
業
衛
星
略

並
み
。
無
用
だ
と
の
声
恐
喝

が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

N
H
U

A
日
本
が
特
定
の
場
所
書
干

の
写
真
撮
影
を
依
頼
す
情

る
と
、
外
交
で
何
を
し

hr

ょ
う
と
し
て
い
る
の
か

L
f

推
測
が
付
く
0

・:
外

交

刈

の
独
自
性
を
守
る
た
め

L
W

に
は
、
自
前
の
衛
星
を
い

も
つ
必
要
が
あ
る
V
の

勺

』

だ
(
江
畑
謙
介
)
。

J
1
M

偵
察
衛
星
の
情
報
を
み
4

活
用
す
る
に
は
、
A
日

甲
」

本
が
関
心
を
も
っ
場
所

の
映
像
を
撮
影
し
て
お
き
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
つ
く
る
V

こ
と
(
江
畑
)
。

日
本
が
こ

れ
ま
で
不
得
意
に
し
て
き
た

分
野
だ
D

衛
星
を
打
ち
上
げ

⑤ 聞新日毎~ 〈第3早朝1便物認可〉

る
よ
り
、
き
ち
ん
と
し
た
情

報
戦
略
を
構
築
す
る
ほ
う
が

は
る
か
に
む
ず
か
し
い
。

た
と
え
ば
、
ず
さ
ん
な
公

文
書
の
管
理
。
A
A
現
行
法
は

公
文
書
の
廃
棄
・・・を
決
定

す
る
権
限
を
富
僚
に
委
ね

て
い
る
。

:
・
公
文
書
抹
殺

も
、
政
府
の
無
能
も
、

・・

政
府
情
報
の
管
理
と
開
示

に
つ
い
て
の
・:
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
ル
1
ル
」
欠
如
の
ゆ

え
に
起
き
て
い
る
V
(村

山
治

「秘
か
に
進
む
公
文

書
抹
殺
、
政
府
情
報
の
全

面
的
な
シ
ス
テ
ム
改
革

を
」
)。

こ
の
点
、

山
本
論
文
は

興
味
深
い
。
ま
ず
、
ア
メ

リ
カ
が
占
領
下
の
日
本
に

情
報
網
を
構
築
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
。
第
二
に、

そ
れ
を
記
録
す
る
公
文
書
が

保
存
・
公
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
民
主
国
家
の
情
報
戦
略

の
基
本
を
み
る
思
い
だ
。

暗闘、 再び (田中修)

ー上-

=Voice5月号
=論座5月号

=文芸春秋5月号

く私のお勧め>

。 「日の丸J偵察衛星の実力 (江畑謙介)
@特集情報はだれのものか (村山治ほか)
@占領下CIA対日工作の協力者 (山本武利)
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;世:
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，~~r回 ::::
:本 :;::

橋
爪
大
三
郎
(東
京
工
持
接
持
一
)

イ
ラ
ク
戦
争
開
始
か
ら
、
た
っ
た
三

週
間
で
バ
グ
ダ
ッ
ド
が
陥
落
。
閲
さ
れ

る
独
裁
者
フ
セ
イ
ン
の
像
に
、
北
朝
鮮

は
衝
撃
を
受
け
た
ろ
う
。
世
界
は
ど
う

変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
。

A
今
回
の
戦
争
は
国
連
決
議
の
有
無

:・と
い
う
次
元
を
超
え
た
「
正
義
の
戦

争
」
と
意
味
付
け
で
き
る
。

・:と
れ
ほ

ど
多
く
の
人
々
を
か
く
も
少
な
い
犠
牲

で
・
・
・
圧
政
か
ち
解
放
で
き
た
V
か
ち
だ

(中
西
論
文
)
。
仏
独
が
開
戦
に
反
対

し
た
た
め
、
国
連
は
機
能
マ
ヒ
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
単
独
行
動
を
決
意
し
、
圧

倒
的
な
勝
利
を
収
め
た
。
A
A
有
史
以
来

は
じ
め
て
真
に
世
界
全
体
を
勢
力
圏
と

す
る
大
国
が
現
れ
た
V
の
だ
(
中
西
発

言
、
岡
崎
久
彦
×
中
西
輝
政
「
義
務
と

し
て
の
戦
争
」

H
諸
君
!
6月
号
)
。

九
・

一
一
以
後
ア
メ
リ
カ
は
、
テ
ロ

月5 

支
援
国
家
を
先
制
攻
撃
す
る
戦
略
に
変

わ
っ
た
。
乙
れ
は
内
政
干
渉
で
、
国
際

法
違
反
で
は
な
い
の
か
。
だ
が
、
A
近

代
国
際
法
の
父
・
・
・グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
・
・
・
は

・
「
人
道
に
反
す
る
体
制
、
独
裁
、
圧

政・
・・は
・・・
内
政
介
入
し
て
で
も
打
倒
す

る
こ
と
は
・
:
名
誉
な
行
為
で
・:あ
る」

と
し
て
:
奨
励
し
て
い
る
V
と
い
う

だ。
突
出
し
た
軍
事
力
の
ア
メ
リ
カ
が
、

国
際
社
会
を
仕
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。

福
田
和
也
は
乙
の
ア
メ
リ
カ
を
A
恐
怖

と
暴
力
で
人
閣
を
畏
怖
さ
せ
る
怪
物
V

に
た
と
え
る
(
「
帝
国
の
影
の
下
で
」

H
諸
君

!
6月
号
)
。
田
中
明
彦
は
A
強

大
な
国
家
に
対
し
て
他
の
国
々
の
と
る

(福
田
論
文
)
。
対
抗
上
、
日
本
も
核

武
装
す
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

北
に
核
開
発
を
断
念
さ
せ
る
の
は
容

易
で
な
い
。
北
朝
鮮
が
学
ん
だ
イ
ラ
ク

戦
争
の
教
訓
は
、
通
常
戦
力
で
は
米
軍

に
猷
わ
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
虎
の
子
の

核
を
手
放
す
は
ず
が
な
い
。

核
を
無
力
化
し
よ
う
と
先
制
攻
撃
を

和也氏福田

通
常
戦
力
強
化
に
説
得
力

(前
出
対
談
の
中
西
発
言
)
。
安
保
理

決
議
は
必
要
な
い
の
か
o
A
国
連
と
い

う
存
在
は
安
全
保
障
上
の
役
割
か
ち
見

て
も
最
悪
、
最
低
の
組
織
i
o
-
-
-
各
国

は
国
連
・・・を
国
益
に
役
立
つ
か
ぎ
り
・
•. 

利
用
し
、
役
立
た
な
い
と
な
れ
ば
無
視

し
て
い
る
の
が
現
状
V
(中
西
論
文
)

.国連は日本の敵だ(中西輝政 =Voice6月号

脱国家的な精神構造在生む国連信印・幻想から脱せよ

・日本「核武装j しかないのか (福田和也)

二文芸春秋6月号

米国の「核の傘Jは幻。核武装引き受ける責任倫理を

・「日本核武装Jは安全保障論議の徒花である (樫田

淳 中央公論6月号

核は対外政策の「砲直性」招く。トマホーク導入急げ

・ 「国連と国際」のあいだの「依存と反発J (佐伯啓

思、西部連 発言者6月号

ホップズ的価値の錯誤。ネオコン戦略は長続きせず

北
朝
鮮
に
ら
む
核
武
装
諭

展
望
乏
し
い
反
米
的
論
調

対
応
に
は
二
種
類
あ
る
V
と
す
る
(
「
世

界
は
決
し
て
『
ジ
ャ
ン
グ
ル
』
に
は
な

ち
な
い
」
リ
中
央
公
論
6
月
号
)
。
強

固
に
対
抗
す
る
「
合
従
」
策
と
、

強
固

と
結
ぶ
「
連
衡
」
策
だ
。
そ
乙
で
、
仏

独
は
ア
メ
リ
カ
に
逆
ら
い
、
イ
ギ
リ
ス

は
支
え
た
o
Aす
ぐ
に
小
泉
総
理
が
ア

メ
リ
カ
支
持
を
打
ち
出
し
た
姿
勢
は
非

常
に
よ
か
っ
た
V
(棲
井
発
言
、
中
曽

根
康
弘
×
棲
井
よ
し
己
「
海
洋
国
家

・

日
本
の
大
戦
略
」
H
V
o
i
c
e
6月

号
)
。
北
朝
鮮
の
脅
威
に
は
日
米
同
盟

が
大
事
だ
か
ら
。
そ
し
て
今
後
、
国
際

社
会
は
国
連
で
な
く
ア
メ
リ
カ
中
心
に

動
い
て
い
く
か
ち
だ
。

核
保
有
を
明
言
し
た
こ
と
で
北
朝
鮮

を
め
ぐ
る
状
況
は

一
変
し
た
o
A日
本

が
:
核
攻
撃
を
受
け
る
可
能
性
は
、
か

つ
て
な
い
高
水
準
に
上
り
つ
つ
あ
る
V

試
み
る
と
、
ソ
ウ
ル
が
反
撃
さ
れ
る
。

途
方
も
な
い
被
害
が
出
る
だ
ろ
う
。
か

と
言
っ
て
、
経
済
制
裁
を
加
え
よ
う
と

し
て
も
、
時
聞
が
か
か
る
し
、
中
国
が

本
気
に
な
ら
な
い
と
効
果
は
上
が
ら
な

い。

打
つ
手
な
し
、
で
あ
る
。

乙
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
う
か
つ
に

手
が
出
せ
な
い
。
北
朝
鮮
は
い
つ
で
も

日
本
を
攻
撃
で
き
る
。

日
本
に
は
反
撃

の
能
力
が
な
い
。
日
本
が
核
攻
撃
さ
れ

て
も
ア
メ
リ
カ
が
核
で
報
復
す
る
保
証

が
な
い
。
テ
ポ
ド
ン
2
が
米
本
土
に
届

く
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
に
日
本
が
A
核
武
装
を
拒

否
す
る
理
由
は
:
・脆
弱
に
な
り
、
む

し
ろ
核
武
装
の
有
効
性
が
強
調
さ
れ
る

・:情
勢
に
あ
る
V
(福
田
論
文
)
C
Aア

メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」
の
神
話
が
い
よ

い
よ
時
び
て
き
た
V
の
で
A
お
ぞ
ま

淳氏

し
さ
を
引
き
受
切
る
責
任
倫
理
・・・
が
・

必
要
V
だ
と
の
べ
る
福
田
和
也
は
、
核

武
装
に
肯
定
的
で
あ
る
。

乙
れ
に
対
し
棲
田
淳
は
、
核
武
装
論

山
が

あ
ん
ぱ
勾

を
歪
ん
だ
A
徒
花
V
と
断
じ
、
か
わ
り

に
ト
マ
ホ
l
ク
・
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
を

提
案
す
る
o
A第
一
の
意
味
は
・
:
自
前

の
抑
止
の
体
系
・:
に
よ
っ
て
・:
「
自
律

性
」
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
・:
。
第

二
の
意
味
は
・
:
対
米
提
携
を
基
軸
と
す

る
:
・
政
治
的
な
表
明
で
あ
る
V
。
そ
れ

は
A
核
不
拡
散
条
約
体
制
を
擁
護
V

し
、
世
界
の
脅
威
を
除
去
す
る
A
世
界

史
的
な
意
義
を
も
っ
作
業
V
で
も
あ
る

と
い
う
。
ネ
オ
コ
ン
の
代
表
格
、

R
-

パ
ー
ル
も
A
将
来
的
に
日
本
の
安
全
保

障
は
、
報
復
能
力
が
な
け
れ
ば
十
分
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
よ
り
良
い
選

択
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
と
米
国
と
の
親
密

な
同
盟
関
係
で
あ
ろ
う
V
と
の
ベ
る

(
「
前
世
紀
の
遺
物
・
国
連
を
乗
り
越

え
る
時
が
き
た
」

H
中
央
公
論

6
月

号
)
。反

米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
保
守
論

客
も
増
え
て
い
る
。
西
部
還
は
入
自
主

防
衛
の
;
気
持
ち
が
:
・な
い
か
ち
、
ア

メ
リ
カ
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
V
り、

A
北
朝
鮮
ご
と
き
を
脅
威
と
感
じ
V
る

は
め
に
な
っ
た
と
す
る

(佐
伯
×
西
部

対
談
)
。
韓
国
や
中
国
の
反
米
新
世
代

の
台
頭
と
、
シ
ン
ク
ロ
す
る
現
象
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

ア
メ
リ
カ
は
在
韓
米
軍
の
撤
退
を
検

討
し
て
い
る
。
い
ざ
戦
争
と
な
っ
た
場

合
、
米
軍
の
被
害
が
大
き
す
ぎ
る
か
ら

で
あ
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
本
気
で
、

主
山
町
政
権
を
倒
す
気
だ
。

現
実
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
行
動

を
支
持
し
な
け
れ
ば
、

日
本
の
安
全
は

守
れ
な
い
。
だ
が
、
米
軍
に
お
匂
セ
で

は
な
く
、
日
本
も
で
さ
る
こ
と
を
し
な

け
れ
ば
だ
め
。
私
は
核
武
装
よ
り
も
、

通
常
戦
力
強
化
の
棲
田
提
案
に
説
得
力

を
感
じ
る
D

ま
た
、
反
米
的
論
調
は
、

現
実
の
展
望
に
乏
し
い
と
思
う
。

槙 田
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橋
爪

大

三

郎

(東
京
工
業
大
教
授

・
社
会
学
)

中
国
の
仲
介
で
8
月
幻
1

泊
目
、
6
者
協
議
が
実
現
し

た
。
議
論
は
平
行
線
に
終
わ

っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
中
国

の
努
力
を
高
く
評
価
し
た
。

中
国
に
と
っ
て
A
北

I
l

朝
鮮
の
核
兵
器
と
弾
道
時
世

ミ
サ
イ
ル
開
発
は
迷
惑
中

以
外
の
何
も
の
で
も
な
'
設

い
V
o
A米
国
や
日
本

u

，

が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
司
J

シ
ス
テ
ム

(
B
M
D
)

惑

の
配
備
計
画
を
進
め
V

日

N

れ
ば
、

A
中
国
の
核
戦

l
E4-

略
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

B
パ

す
V
か
ら
だ
。
台
湾
に
士
究

圧
力
も
か
り
に
く
く
な

Y
F

る
(
江
畑
論
文
)。

五
・

中
国
は
A
近
い
将
来
』
訓

に
米
国
が
北
朝
鮮
で
起

「

乙
す
で
あ
ろ
う
乙
と
を
詳
細

に
検
討
し
て
い
る
V
と
い

う。

A
攻
撃
は
、
北
朝
鮮
の

核
施
設
へ
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

空
爆
に
な
る
だ
ろ
う
0

・:北

朝
鮮
軍
は
・
・
・
動
か
な
い

V
の

か
八
反
撃
し
て
全
面
戦
争
に

発
展
す
る
V
の
か
、

入
中
国

内
部
で
見
方
が
わ
か
れ
て
い

る
V
(上
村
論
文
)。

武
力
行
使
は
避
け
ら
れ
る

の
か
o
A軍
事
攻
撃
は
大

き
な
リ
ス
ク
と
不
確
実
性

を
伴
う
V
(論
座
)
こ
と

は
ア
メ
リ
カ
も
わ
か
っ
て

い
る
。
双
方
の
主
張
は、

「
体
制
を
保
障
す
る
な
ら

核
を
放
棄
し
て
も
よ
い
」

「核
を
放
棄
す
る
な
ら
体

制
を
保
障
し
て
も
よ
い
」

と
、
平
行
線
だ
が
歩
み
寄

り
の
余
地
が
あ
る
。

交
渉
が
不
調
な
ら
、
ア

メ
リ
カ
が
軍
事
攻
撃
の
か

わ
り
に
、

A
中
国
と
連
携

し
て
北
朝
鮮
の
指
導
者
の

追
放
を
目
指
す
V
シ
ナ
リ
オ

も
現
実
味
を
帯
び
て
く
る

(上
村
論
文
)。

日
本
も
国

突
正
常
化
交
渉
は
、
核
で
北

朝
鮮
の
妥
協
を
ひ
き
出
す
手

段
と
割
り
切
る
べ
き
だ
。
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く私のお勧め>
o r北の核Jが中国核戦略を破綻させる(江畑謙介 諸君 !10月号
@金正日追放 中国がついに下す決断(上村幸治 現代10月号
@北朝鮮問題に関する六者協議の行方(フォーリン・アフェアーズ・ジャパン)

=論座10月号

橋
爪

大
三
郎
(
東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
学
)

外
務
省
の
田
中
均
審
議
官

を
批
判
す
る
文
章
が
、
『
文

芸
春
秋
』
『
諸
君
!
』
『
V

o
i
c
e
』
に
並
ん
だ
。

北
朝
鮮
の
交
渉
相
手
ミ
ス

タ
l
Xの
正
体
を
秘
密
三
』

に
し
、
突
渉
記
録
も
残
ス
ノ

し
て
い
な
い
。
重
要
な
伽
仇

情
報
を
小
泉
首
相
に
上
世
叶

げ
な
い
で
、
平
壌
宣
言
剛
引

に
サ
イ
ン
さ
せ
た
。
ァ

U

1
ミ
テ
I
ジ
国
務
副
長

4
4

宮
に
A
北

朝

鮮

の

体

制

対

を
保
証
し
て
ほ
し
い
。

p-

:
・
圧
力
・:
と
い
っ
た
言
ド
い

葉
は
使
わ
な
い
で
V
と

品

川

頼
み
、
入
怪
し
い
男
V

嗣
和

と
評
さ
れ
た

(児
玉
論
七
む

文
)
o
A独
断
専
行
・
:

区
巳

北
朝
鮮
寄
り
の
外
交
姿
、

3

勢
が
・
・・
厳
し
い
非
難
を
浴
び

て
い
る
V
(山
村
論
文
)
。

外
務
省
は
事
実
に
反
す
る
と

抗
議
し
た
。

外
交
交
渉
に
秘
密
は
っ
き

も
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が

田
中
氏
の
ケ
1
ス
は
、
ぞ
れ
…

と
も
違
う
。
政
府
首
脳
や
、

外
務
省
内
部
や
、
ア
メ
リ
カ
…

に
も
十
分
説
明
し
な
い
で
、

国
受
正
常
化
交
渉
を
最
優
先

に
し
た
。
そ
の
ぶ
ん
位
致

問
題
に
冷
淡
だ
っ
た
。

外
交
は
多
角
的
な
も
の

だ
。
北
朝
鮮
が
日
本
と
の

交
渉
に
動
い
た
の
は
、
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
の
強
硬
姿
勢

の
お
か
げ
。
田
中
氏
の
手

柄
で
は
な
い
。
北
朝
鮮
の

核
が
現
実
の
脅
威
と
な
っ

た
い
ま
、
日
米
が
結
束
し

て
「
対
話
と
圧
力
」
で
臨

む
べ
き
で
あ
る
。
国
交
正

常
化
交
渉
を
急
ぐ
理
由
な

ど
ど
と
に
も
な
い
。

政
治
家
が
外
交
音
痴
な

と
と
。
外
務
官
僚
が
ス
ク
ー

ル
に
分
か
れ
、
総
合
戦
略
が

不
在
な
乙
と
。
国
会
の
論
戦

が
低
調
な
と
と
。
そ
ん
な
土

壌
が
あ
る
限
り
、
迷
走
は
ま

だ
ま
だ
続
き
そ
う
だ
。

=文芸春秋8月号
=諸君。 !8月号

=Voice8月号

<私のお勧め>

。「亡国の外交官」田中均の正体(児玉博)
@ r田中均J研究一ーその金正日脈と外務省人脈(山村明義)
@田中均審議官を解任せよ (蓮池透、 西岡力)



ーのク..1-0d3 

8 2版

~ 

2003年(平成 15年)8月21日 (木曜日)

(夕刊)~ 聞新日毎(第3種郵便物認可〉

批評と表現文化

幽:
;場
:のじ
;車月;
鮮
業
島
:危:
機

橋
爪

数
カ
月
以
内
に
、
朝
鮮
半
島
の
核
危

機
が
山
場
を
迎
え
そ
う
だ
。

A
北
朝
鮮

が
核
保
有
国
に
な
る
か
、
そ
れ
と
も
第

二
の
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
か
V
(外

交
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
キ
ノ
末
ス
論
文
)
。

残
さ
れ
た
時
間
は
、
隈
ち
れ
て
い
る
o

A
ア
メ
リ
カ
が
と
の
ま
ま
様
子
見
を
続

け
れ
ば
、
北
朝
鮮
は
今
年
中
に
大
規
模

な
核
実
験
を
実
施
す
る
だ
ろ
う
V
(ケ

ネ
ス
・
キ
ノ
ネ
ス
「
北
朝
鮮
核
実
験

へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
」
リ
現
代
9
月

号
)

一
O
年
前
、
九
四
年
危
機
の
際
は
、

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
直
接
交
渉
し
て
、

米
朝
枠
組
み
合
意
に
乙
ぎ
つ
け
た
。
と

の
合
意
は
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
に
よ
っ

て
、
紙
く
ず
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

北
朝
鮮
は
な
ぜ
核
開
発
に
と
だ
わ
る

の
か
o
A北
朝
鮮
の
核
武
装
V
は
入
交

月8 

大
三
郎
(
東
京
工
点
訪
問
)

渉
用
の
「
カ
l
ド
」
で
は
な
い
V
。
核

開
発
を
始
め
た
の
は
ず
っ
と
昔
だ
し
、

開
発
の
仕
方
も
本
格
的
。
だ
か
ら
A
ど

の
よ
う
な
体
制
保
証
を
し
て
も
・・・
核
を

放
棄
し
な
い
だ
ろ
う
し
、
交
渉
:
・
し
で

も
解
決
:
・は
難
し
い
V
と
い
う
(
武
貞

秀
土
「
金
正
日
は
必
ず
核
武
装
す
る
」

H
V
o
i
c
e
9月
号
)
。

積
極
的
に
仲
介
に
動
い
て
い
る
。

A
北

朝
鮮
の
核
保
有
が
・
・
・軍
事
バ
ラ
ン
ス
を

著
し
く
崩
す
こ
と
へ
の
:
・懸
念
V
が
あ

る
し
、
A
A
北
東
ア
ジ
ア
の
新
秩
序
形
成

.
・
・
に
・
・
・
建
設
的
役
割
を
果
た
V
し
A
影

響
力
を
確
保
V
す
る
ね
ら
い
も
あ
る
。

そ
れ
を
後
押
し
す
る
入
米
国
に
も
、
経

れ
わ
れ
は
今
後
・
・
・き
わ
め
て
難
し
い
対

米
問
題
に
:
・
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な

く
な
る
V
。
歴
史
問
題
を
蒸
し
返
す
の

は
、
中
国
の
利
益
に
な
ち
な
い
。
AA
ま

ず
、
中
日
間
で
敵
対
す
る
と
と
を
避
り

る
べ
き
だ
。
第
二
に
、
適
切
な
戦
略
上

の
相
互
信
頼
関
係
を
打
ち
立
て
る
べ
き

ケネス・キノネス氏

流
動
化
す
る
東
ア
ジ
ア

い
っ
ぽ
う
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
九

・
一
↓
以
後
、
金
正
日
政
権
の
排
除
を

真
剣
に
考
え
始
め
た
o
A現
在
の
状
況

は
前
回
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
は
る

か
に
危
険
で
あ
る
0

・:
外
交
的
解
決
の

見
込
み
が
一

O
年
前
よ
り
は
る
か
に
小

さ
い
V
(キ
ノ
ネ
ス
論
文
)
。

こ
の
危
機
を
回
避
す
べ
く
、
中
国
が

.朝鮮半島二度目の核危機(ケネス・キノネス)

ニ外交フォーラム9月号

現在の状況は例年より危険。相互信頼は過去のものに

・「不安定な均衡Jが終わりを告げる時(平岩俊司)
二外交フォーラム9月号

レッドライン越えた攻防。 日本に覚悟迫る多国間協議

。日本よ、同盟を拒絶するのか(片岡鉄哉)

=Voice9月号
日米安保体制は解消へ。国務省OBの2人が論文発表

・対日外交から〈感情〉ゃく情緒〉を排除せよ(時殿
パ弘) 二中央公論9月号

歴史問題は取りあえず棚上げ。国益重視の戦略思考を

対
日
外
交
修
復
図
る
中
国

日
本
は
長
期
安
保
構
想
を

済
制
裁
を
は
じ
め
と
す
る
次
の
ス
テ
ッ

プ
は
、
中
国
の
協
力
が
な
り
れ
ば
そ
の

効
果
が
限
定
さ
れ
る
と
の
判
断
が
あ
る

は
ず
V
だ

(
平
岩
論
文
)
。

こ
の
こ
と
を
、
喜
ん
で
ば
か
り
も
い

ら
れ
な
い
。
A
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
大
戦

略
は

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
勝
つ
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
・:
朝
鮮
問
題
を

解
決
す
る
。
と
の
問
題
に
:
・日
本
は
足

手
ま
と
い
で
あ
り
、
解
決
し
て
し
ま
え

ば
日
米
安
保
は
存
在
価
値
を
失
う
V

(
片
岡
論
文
)
。
半
島
危
機
が
済
ん
で

み
た
ら
、
日
本
の
安
全
保
障
俸
制
が
壊

れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

米
中
接
近
lv
日
本
用
済
み
、
と
は
逆

に
、
米
中
対
決
↓
日
本
の
役
割
増
大
、

と
い
う
シ
ナ
リ
オ
も
説
得
力
を
も
っ
。

甲
国
が
最
近
、
対
日
外
交
を
修
正
す
る

兆
し
が
あ
る
の
も
そ
の
証
拠
だ
o
A
わ

だ
。
第
三
は
、
選
沢
的
に
戦
略
的
協
力

を
行
う
べ
き
だ
V
(時
論
文
)

0

と
う

し
た
最
近
の
論
調
は
、
胡
錦
溝
政
権
が

A
A
米
国
中
心
に
傾
き
過
ぎ
た
外
交
を
た

だ
し
て
日
本
や
韓
国
、
イ
ン
ド
な
ど
周

辺
国
と
の
協
力
関
係
を
重
視
し
発
展
さ

せ
て
い
る
V
(清
水
美
和
「
金
正
日
が

怯
え
る
胡
錦
審
の
『
不
快
』
と
『
圧
力
』
」

リ
諸
君
!
9月
号
)
と
と
と
関
係
が
あ

り
そ
う
だ
。

米
韓
関
係
も
、
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い

る
o
A韓
国
は
、
北
朝
鮮
と
の
和
解
を

追
求
し
:
・
平
壌
へ
の
経
済
協
力
や
経
済

支
援
を
続
け
る
意
志
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
の
攻
撃
対
象

に
な
る
可
能
性
は
日
本
よ
り
は
る
か
に
・

低
い
V
(キ
ノ
ネ
ス
論
文
)
。
日
米
韓

の
足
並
み
の
乱
れ
が
、
北
朝
鮮
に
つ
け

込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

臆弘氏

こ
う
し
て
、
六
者
協
議
の
準
備
が
進

ん
で
い
る
。
位
致
問
題
は
、
日
本
と
北

朝
鮮
の
二
者
協
議
で
議
論
す
る
(
六
者

協
議
で
は
話
題
に
す
る
だ
り
)
乙
と
に

な
っ
た
。
適
切
な
判
断
だ
と
思
う
。
誼

致
問
題
は
、
非
道
な
人
権
問
題
だ
が
、

核
危
機
の
解
決
に
比
べ
れ
ば
優
先
度
が

下
が
る
。
六
者
協
議
の
前
提
は
少
な
く

し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
。
日
本
が
、

投
致
問
題
の
解
決
と
ひ
き
か
え
の
経
済

援
助
は
し
な
い
と
の
原
則
を
賓
け
ば
、

六
者
協
議
に
悪
影
響
は
な
い
。
北
朝
鮮

が
焦
っ
て
、
投
致
問
題
で
独
自
に
譲
歩

し
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。

北
朝
鮮
を
や
っ
と
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル

に
つ
か
せ
、
入
協
議
が
開
催
さ
れ
た
と

し
て
も
、
北
朝
鮮
の
姿
勢
に
根
本
的
な

変
化
が
な
け
れ
ば
朝
鮮
半
島
の
危
機
的

状
況
は
回
避
さ
れ
え
な
い
V
(平
岩
論

文
)
と
覚
悟
す
べ
き
だ
。
協
議
が
不
調

に
終
わ
り
、
経
済
制
裁
が
不
可
避
に
な

っ
て
、
一
気
に
戦
争
に
向
か
っ
て
進
ん

で
い
く
と
い
う
展
開
も
あ
り
う
る
。

今
回
の
核
危
機
は
、
日
米
安
保
条
約

が
想
定
し
な
か
っ
た
事
態
だ
。
日
米
同

盟
の
真
価
が
閏
わ
れ
て
い
る
。
ポ
ス
ト

冷
戦
、
と
り
わ
け
九
・
二
以
後
の
流

動
的
で
不
確
定
な
状
況
の
な
か
で
、
日

本
は
ど
の
よ
う
に
、
長
期
的
な
安
全
保

障
を
構
想
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。

朝
鮮
半
島
危
機
で
、
と
も
か
く
共
同

歩
調
を
と
っ
て
い
る
日
米
中
韓
だ
が
、

解
決
し
た
後
は
、
鋭
く
対
立
す
る
可
能

性
も
は
ら
ん
で
い
る
口

私
の
考
え
で
は
、
米
中
は
「
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
」
よ
り
「
戦
略
的
競
争
相

手
」
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
共
産
党

の
一
党
支
配
や
中
国
の
価
値
観
、
伝
統

文
化
は
、
ア
メ
リ
カ
と
違
い
す
ぎ
る
。

だ
か
ら
と
そ
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
重

要
な
「
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
な
り

う
る
。
今
回
の
危
機
で
、
日
本
が
見
事

な
政
治
的
指
導
力
や
危
機
管
理
能
力
を

示
レ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
国
際
社
会
の
信

頼
を
か
ち
『え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

時
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可
能
性
が
あ
る
。
『
フ
ォ

l
サ
イ

ト
』
で
北
岡
伸
一
民
が
、
改
革
は

少
し
ず
つ
進
め
て
は
駄
目
で
、
先

手
を
打
っ
て
何
十
年
も
も
っ
制
度

を
作
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
た
。

激
変
緩
和
措
置
も
必
要
な
い
と
指

摘
し
て
い
る
。
正
し
い
コ
メ
ン
ト

だ
と
思
う
。

斎
藤
氏
と
も
に
異
分
子
を
抱

え
て
は
い
る
が
、
自
民
党
と
民
主

党
の
分
裂
は
対
照
的
だ
。
自
民
党

は
、
自
由
主
義
経
済
と
日
米
安
保

が
あ
れ
ば
何
で
も
い
い
(
早
坂
茂

=
了
屋
山
太
郎
「
小
泉
改
造
内
閣

見

ら

れ

る

よ

う

に

政

治

の

透

明

度

に

敵

な

し

」

H
V
o
i
c
e
日
月

が

上

が

っ

た

印

象

が

あ

る

。

福

田

号

)

。
一
方
民
主
党
は
細
か
い
政
策

和
也
氏
が
『
V
o
i
c
e
』

に

書

ま

で

明

文

化

さ

れ

、

そ

れ

に

対

し

い

て

い

た

が

、

玄

人

談

義

が

適

用

ス

タ

ン

ス

の

違

い

も

は

っ

き

り

レ

世

界

経

済

で

も

中

国

の

力

量

が

無

し

に

ぐ

い

世

界

に

な

っ

た

。

た

だ

て

い

る

。

自

民

党

は

ヌ

エ

的

と

い

視

で

き

な

い

ほ

ど

大

き

く

な

っ

皮

肉

な

乙

と

に

各

党

の

政

策

の

遣

う

か

、

ぱ

ち

ぱ

ち

だ

け

れ

ど

ま

と

橋

爪

大

三

郎

氏

今

回

は

珍

し

た

。

地

方

が

中

央

に

お

ん

ぶ

に

だ

い

が

分

か

り

に

く

い

。

問

題

を

ク

ま

り

が

あ

る

。

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

を

く

政

策

が

争

点

に

な

っ

て

い

る

選

っ

乙

の

体

制

も

取

れ

な

く

な

っ

リ

ア

に

す

る

ほ

ど

似

て

く

る

の

は

水

あ

ま

り

突

き

詰

め

る

と

、

民

主

党

挙
ら
し
い
選
挙
だ
と
思
う
。
小
選
た
。
根
本
的
な
手
を
打
た
な
い
と
、
避
け
ら
れ
な
い
が
、
選
択
の
難
し
る
だ
ろ
う
。
地
方
で
は
民
主
党
の
の
だ
ろ
う
。
乙
の
傾
向
は
、
普
段
に
不
利
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

挙
区
制
に
な
っ
て
随
分
た
つ
が
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
問
題
ば
か
さ
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
政
策
も
説
得
力
を
持
ち
、
総
じ
て
若
者
に
接
し
て
い
る
私
か
ら
見
て
御
厨
氏
土
壇
場
で
興
味
を
引

や
っ
と
自
民
党
の
対
抗
勢
力
が
毘
り
。
そ
ん
な
底
流
が
あ
る
。
橋
爪
氏
与
野
党
の
ど
ち
ら
が
五
分
五
分
の
勝
負
に
な
る
の
で
は
も
顕
著
だ
。
あ
る
時
は
ぷ
ち
ナ
シ
い
た
の
は
、
野
中
広
務
氏
の
引
退

主
党
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
と
と
御
厨
貴
氏
人
に
焦
点
を
あ
て
攻
め
て
い
る
か
も
は
っ
き
り
し
な
な
い
か
。
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
あ
る
時
は
戦
争
反
と
藤
井
治
芳
氏
(
日
本
道
路
公
団

が
は
っ
き
り
し
て
き
だ
。
し
か
し
る
と
、
選
挙
の
グ
顔
d

に
な
っ
て
い
。
総
裁
選
で
勝
利
し
て
内
閣
改
御
厨
氏
今
回
は
従
来
よ
り
若
対
の
デ
モ
に
参
加
す
る
の
が
ラ
イ
総
裁
)
の
反
乱
だ
っ
た
。
野
中
氏

中
身
は
分
か
り
に
く
い
。
小
泉
首
い
る
の
は
自
民
党
は
小
泉
首
相
と
造
も
済
ま
せ
、
解
散
・
総
選
挙
に
い
層
が
投
票
に
行
く
よ
う
な
気
が
フ
ス
タ
イ
ル
だ
。
気
に
な
る
の
は
は
本
音
の
政
治
を
買
い
て
き
た
の

相
は
「
改
革
」
を
掲
げ
る
が
、
自
安
倍
幹
事
長
、
民
主
党
は
一
宮
代
表
打
っ
て
出
た
点
で
は
小
泉
首
相
が
し
て
い
る
。
以
前
は
選
挙
が
イ
ベ
彼
ち
が
あ
ま
り
未
来
に
希
望
を
持
に
、
最
後
に
建
前
に
傾
い
た
。
そ

民
党
に
は
「
抵
抗
勢
力
」
が
い
て
、
と
小
沢
一
郎
民
だ
。
よ
く
考
え
て
攻
め
て
い
る
。
し
か
し
マ
ニ
フ
ェ
ン
ト
に
な
る
感
じ
が
な
か
っ
た
。
っ
て
い
な
い
と
と
。
家
族
を
大
事
乙
ま
で
野
中
氏
は
首
相
に
追
い
込

首
相
は
「
野
党
」
的
存
在
だ
。
一
み
れ
ば
、
と
う
し
た
リ
ー
ダ
ー
は
ス
ト
は
民
主
党
側
か
ら
出
て
、
自

2
大
政
党
制
や
政
権
支
代
と
い
う
に
し
て
、
大
き
な
変
化
を
望
ん
で
ま
れ
た
と
い
う
乙
と
だ
。
藤
井
氏

方

野

党

は

、

首

相

の

「

改

革

」

は

は

あ

歪

思

味

で

宮

僚

の

鏡

だ

。

毘

諸
山
口
十
望
者
改
革
の
底
流
に
環
境
激
変
・
:
・
橋
爪
氏
詩
碑
告
訴

て

い

る

。

改

革

が

政

治

日

程

に

よ

を

つ

け

て

素

早

く

解

任

し

な

い

と

語
読
軒
お
細
川
政
権
受
け
継
ぐ
民
主
・
・
:
御
厨
氏
時
間
ド
υ

青山間日

が

政

変

し

て

き

だ

。

安

全

保

障

の

く

る

だ

ろ

う

が

、

そ

の

前

哨

戦

の

新
し
い
枠
組
み
が
必
要
に
な
り
、

E
3
4
二
重
司
、
J
L
ζ
壁

、

」

室

A
4
3「
ミ

よ

う

な

も

の

だ

っ

た

。

|

|

若

年

居

眠
F
b

拐
票
率
上
昇
カ
・
・
・
・
斎
藤
氏

E
i
f

-
-
園
町
岨
哩
・
圃

I

d

-

-

-

e

l
-

-

-

d

済
財
政
担
当
相
留
任
や
石
原
氏
の

・
園
開
岨
田
・
凶
圃
凶
年
前
な
ら
あ
り
え
な
か
っ
た
。
民
党
が
受
廿
に
回
っ
て
い
る
。
マ
分
か
り
ゃ
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
い
な
い
。
大
改
革
が
必
要
な
の
だ
国
土
交
、
通
相
へ
の
横
滑
り
な
ど
、

-
E
E
a月
『
中
央
公
論
』
に
菅
代
表
の
マ
ニ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
焦
点
の
弓
は
財
る
か
色
、
ゲ
l
ム
に
参
加
す
る
よ
ろ
う
が
繋
に
な
っ
て
い
る
。
首
相
は
基
本
路
線
に
固
執
し
て
い

圃
司
コ
周
咽
川
』
フ
ェ
ス
ト
が
出
て
い
る
が
、
面
白
源
だ
。
コ
ス
ト
負
担
は
不
平
等
に
う
に
投
票
に
行
く
感
じ
が
あ
る
。
御
厨
氏
民
主
党
と
か
つ
て
の
る
。
前
に
私
は
ヒ
ー
ロ
ー
物
に
例

-Em，圃
O

い
の
は
最
初
の
1
0
0日
で
と
の
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
地
方
よ
り
一
方
、
高
齢
者
層
は
そ
れ
ほ
ど
自
新
進
党
の
違
い
を
少
し
説
明
し
て
え
る
と
首
相
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

圃
E
M
M
e
-
-
政
策
、

3
0
0日
で
は
と
の
政
策
都
市
。
高
齢
者
よ
り
若
年
層
。
し
民
党
に
投
票
し
な
い
の
で
は
な
い
お
く
と
、
新
進
党
は
異
質
な
分
子
で
、
人
の
話
を
聞
か
な
い
壊
し
屋

----a----
を
行
う
と
言
い
切
っ
て
い
る
と
と
か
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
負
担
が
大
か
。
彼
ら
が
投
票
し
て
い
た
ベ
テ
を
抱
え
込
み
す
ぎ
て
い
た
。
い
ま
だ
と
言
っ
た
と
と
が
あ
る
。
乙
う

-
M
E
M
-
-

ろ
だ
。
お
か
し
な
言
い
方
だ
が
、
き
い
。
こ
の
層
に
訴
え
る
に
は
イ
ラ
ン
議
員
が
大
勢
引
退
す
る
か
ら
の
民
主
党
に
も
主
張
の
違
う
勢
力
い
う
簡
の
通
し
方
は
首
相
ち
し

圃
・
・
・
・
3
・

a

-

首
相
が
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
メ
l
ジ
の
良
さ
が
重
要
だ
か
ら
小
だ
。
自
民
党
に
と
っ
て
は
定
年
制
は
い
る
が
、
自
民
党
の
方
が
遣
い
い
。
政
策
で
は
年
金
に
関
心
が
あ

・
岡
ド
J

日
明
凶
幅
一
で
戦
っ
た
ら
勝
つ
気
が
す
る
。
泉
さ
ん
が
出
て
き
た
。
都
市
部
で
が
逆
に
響
く
可
能
性
が
あ
る
。
は
大
き
い
。
菅
代
表
は
民
主
党
を
る
。
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
引
き

・
司
司
岨
‘
明
4
・
一
斎
藤
環
氏
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
自
民
党
は
そ
れ
な
り
に
健
闘
す
斎
藤

8 2版2003年(平成 15年)批評と表現文化(タ FIjJ~ 11ft 新日毎~ (第3種郵便開認可〉

「
政
権
選
捉
」
を
最
大
の
焦
点
と
す
る
衆
院
選
の
公
示
が
沼
日

に
迫
っ
た
。
各
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
(
政
権
公
約
)
を
発
表
し
、

年
金
や
高
速
道
路
、
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
な
ど
に
有
権
者
の

関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。
叩
月
の

「雑
誌
を
読
む
」
は
、
総
選
挙

を
テ
l
マ
に
橋
爪
大
三
郎
・
東
京
工
業
大
教
授
(
社
会
学
)
マ
御

厨
貴
・
東
大
教
授
(
日
本
政
治
史
)
マ
精
神
科
医
の
斎
藤
環
氏
に

論
じ
て
も
ら
っ
た
。

血
mm
帥
隅
沼
趨
寄
泊
誼
聞
広
W

橋爪大三郎氏-
マ
ニ
フ
エ
ス
卜

| 橋爪大三郎氏 | 
大きく簡潔に日本の政治を変えるべきだ(北

岡伸一、回勢康弘フオーサイト11月号

米外交の破綻と道徳的権限の崩壊(ジヱーム

ズ・ P・ルーピン論座11月号

マッ力一サー米議会証言録(牛田久美)

=正論11月号

| 御厨貴氏 | 

民主党政権始動 1100日改革プラン」の全容

(菅直人中央公論11月号

安倍ショックと民由合併は総選挙に何をもた

らすか(飯尾潤同

政治の貧図と社交の衰弱(佐伯啓思)

=発言者11月号

| 斎藤環氏 | 

野中広務の呪い(福田和也)

Voice11月号

「異形の秘書官J飯島勲の高笑い(佐野県ー)

二文芸春秋11月号

厳しい競争でリーダーを鍛えよ(野中尚人)

=中央公論11月号

注目の3点

環氏斎藤

白l …
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米
国
の
イ
ラ
ク
戦
争
で
柏
ま
コ
に
2
0
0
3年
は
、
イ
ラ
ク
へ

の
向
向
隊
派
組
を
め
ぐ
る
品
調
で
器
れ
よ
う
と
し
て
い
る
ゆ
仙
川
に

は
「
政
限
必
mm
」
炉
住
民
点
に
奴
院
選
が
一
円
わ
れ
た
リ
こ
の
i
年、

払
た
勺
は
阿
佐
伯州
じ
て
さ
に
の
か
、一
時間、

「叫川刊叫
P
N
υ

読
む
」
の

州市川が
一心
開
い
し
て
い
ら
附
川
大
三
郎
・
拠
点
工
増
大
教
授

(社

会
小

J

h

削
附
町

-m大
内
陸
一
日
本
政
的
史
二
ソ
梢
仰
科
医
の

前
雌
邸
叫
が
、
「
出
回
り
3
点
」
を
挙
げ
て
阪
り
区
っ
た
っ

「本
文
中
の
論
文
執
筆
者
は
敬
祢
略
)

~I~:~ lど111711(ボ11M1 1) 

ニι111内公;iiIiII n ~J- より j制収-時評2003(飯尾潤)

・「変人」宰相に変節は似合わない

10 2 I'if~ I I fl 27 U (水Iffi(1::1 ) 200 :3 1，~: (i1':IV<; 1 G"ド)

(猪瀬直樹)

-"自白 !Il川 リ

-歴史を忘却する装置としての象徴天皇制 (宮台

真司)

批評と表現文化

乙
の

1
年

=ねi.l'!UとVO!.，・2 

イラク戦争に論議集中

( \~E誌を読む I で今年取りー1 ':げた λ ー
ンli己 ~H~依り.ì&;ってみる叶

( I1三j)loJH'ilと イラクI文喰 (2月) 三[
{刊の r-，::;Ü~治J <:31守) rブッシユの

戦争lの!取史文脈 (4fj)イラク戦役と

仁い~JI;"，J:必(f) J j)イラク戦後 ILt界と |ー|本
( G月)1151前li:命の過去と明i r̂:(7月lIJ、

~W~W.ì出L~( ，~~iのj;f<点 (8 月) LlIJ;，Jのi:V'I!ilf半
島危機(9月li欠tlfl総選挙の意義 (10月)

於院選を括る (11fJl節目のマニフェス
卜選7よ一一，、

イラ ク ii\~ :f. t と 衆院選|芸I.i虫テーマの矧!支
が尚いけ衆院選の争点の一つがイラケヘ

ωI'-II:'，tjl吋;派i也/ごったことを;tb!起してら、

米li、1-~9il !l: Wとそこでの日本の i位協が民
大σJrJI心ヰuごったことがう1)'1)、える‘

そのr l:lでも印(~~に伐ったのは問先肖によ

る新しい「限必u())随従だったリ

((，1 1 えば以内5".:手~段、仁ト'r!!:iザ:í， 'ilif WI主/1:祭政

if2ìとは阿11\~ (し1.1公新ln(:J、ヰ.昨liti(、
|孟|を脳えた企業はどの国際JWil体、 Ill.911
i 11民主伐という国際政治の(ij:fFII，"，jの背反
?J::.v，?め、 |主|ぷ在来附する立坊をとるい一

均で土日尖にf，ifされず、刊はる;'1:会と IliiJ
じ文 |に ff める日が~とること ~(I:?; じ、 1 .~主

計や1¥慢のfi'ii'川でid"!iJτrる大/1)さ在訓
、
住iifIIJØ ;y:はどの汁~Ufでも、 Ilíj仰l悩泌で

はl川 Ily，(1を沢める本ヘコt論文に、今年(.:.t

(，i(J!!1HI'，什つ/こ汁

チロ 11 '.\:，'1' べ f ラ ツはどuの前υ)HtJ~(よ

IJ:fl'IJ I'I'H'、出IWI~(よ!山(こ/孟いように|込え

る，モーIl-C-G H;I:I i\ .iむ I;t(はもはやIIE~'尽に;)と

ているのでははいか。，'Iillif目的公11¥)巡!:'L!.出
(..:r~するたびに、そん/j:JJ.H ，;I~'J{H ベ し/-..:. . 、

【i判 的'(;]

学
者
だ
リ

作
家附旧
制
直
闘
の
活
問
も
、
判

事
に
闘
す
る
。『
日
本
国
の
川
究
』

以
来
、
緒
制
は
一
闘
し
て
、
内
命

的
自
注
を
洗
い
院
す
と
い
う
プ
ラ

グ
マ
テ
「

ソ
ク
で
以
一
本
的
以
民
主

主
義
の
原
則
に
こ
だ
わ
っ
で
き

た
り
行
革
断
斤
評
議
会
に
続
い
て
、

道
路
関
係
四
公
開
氏
岱
化
附
批
准
逐

「ん川
崎
」
は
制
限
し
た
の
だ
ろ

う
か
“
附
一
諭
を
碍
く
オ
ピ
ニ
オ

ン
・
リ
ー
ダ
ー
が
い
伝
く
は
っ

た
泊
料
の
崩
趨
も
関
係
が
あ
る
だ

月11 

し、 t台 i号自 Lよ iliそ
か 。突 し E旬、の
わ やて党社弓:
り 言っと民並
区 最ビ麦党み
~ P~" -c :1.子は N
fド ー!と行語没出し
は羊;けぶ re{れ、 兄三九 。、あ
イ 当天誰民が
メ た物も主と
| らのが党思
ジ な if1<:納はえ

ジ
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
ひ
と

り
歩
き
に
υ

そ
う
し
た
混
迷
の
は
か
、
信
側

で
き
る
議
論
を
誰
か
が
展
開
し
て

い
る
だ
ろ
う
か

3

基
軸
を
失
い
傑
流
す
る
日
本
政

治
を
、
冷
静
に
ウ
オ
ッ
チ
寸
る
阪

見
当
た
ら
ぬ
大
き
な
構
想

政
治
家
と
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
話
題

と
は
っ
た
の
向
を
考
え
て
い
る
の

か
わ
か
ら
必
い
が
T
V
映
り
の
よ

い
、
小
泉
首
相
や
石
原
都
知
事
や

安
倍
幹
事
長
。
現
職
議
員
も
な
か

み
を
き
口
え
な
い
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
。

員
任
あ
る
間
人
の
言
論
で
な
く
、

東
任
の
は
っ
き
り
し
な
い
イ
メ
l

尾
潤
の
「
時
評
2
0
0
3」
「
中

央
公
論
)
は
毎
日
巧
楽
し
み
に
し
て

い
た
。
飯
尾
は
眼
前
の
変
化
合
、

長
期
ト
レ
ン
ド
や
政
治
の
原
則
に

照
ら
し
て
的
確
に
分
析
、
今
後
の

指
針
も
く
っ
ぎ
り
幽
い
て
み
せ

る
。
政
界
事
情
に
も
通
じ
て
い
て
、

い
ま
い
5
ば
ん
信
頼
で
き
る
政
治

員
会
の
安
買
と
な
り
、
踊
止
め
い
叫

し
の
高
速
道
路
怨
紋
に
侍
っ
た
を

か
け
よ
う
と
、
官
僚
や
朕
腕
員
と

躍
り
合
う
の
こ
の
ほ
ど
『
道
路
の

権
力
』
へ
書
き
下
ろ
し
七
0
0阪
)

も
出
版
、
頑
固
な
戦
後
民
主
主
義

の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た
。

宮
台
真
司
に
も
、
注
目
で
あ
る
。

橋
爪
大
三
郎
(
東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
学
)

(夕刊)

あ
る
は
ず
の
大
量
破
壊
兵

器
が
見
つ
か
ち
な
い
。
テ
ロ

が
続
発
し
、
治
安
は
悪
化
、

慢
興
も
軌
道
に
乗
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
は
ど
こ
を
聞

違

え

た

の

か

?

三

宅

ナ
イ
一
冗
国
防
次
官
補

D
R

は、

A
国
際
政
治
:・
は

E
仁

ご
一
次
元
の
チ
ェ
ス
ゲ
1

ク

ム
V
だ

と

強

調

す

る

い

ラ

軍
事
面
で
ア
メ
リ
カ
カ

優
位
で
も
経
済
は
多
極

J
A
1

化
し
て
い
る
し
、
人
び
の

と
の
つ
な
が
り
は
国
境
包
れ

が
な
く
な
っ
て
い
る
。

J
Vわ

国
際
協
調
な
し
の
軍
事

J

ペ

力
で
は
目
的
を
達
成
で

A
9

き
な
い
。
強
引
な
イ
ラ
甑
企

ク
戦
争
が
入
ア
ル
カ
イ
訂

ダ
の
テ
ロ
分
子
リ
ク
ル

aa-

-
ト
能
力
を
高
め
て
し

ま
V
い
、
自
分
で
自
分
の
首

を
し
め
る
結
果
に
な
っ
た
。

A

ハ
米
政
権
の
対
イ
ラ
ク
政

策
が
い
か
に
場
当
た
り
的

V

か
を
、
酒
井
論
文
が
鋭
く
指

~ 聞新日旬;~ 〈第3種郵便吻認可)

摘
す
る
。
国
務
省
が
亡
命
イ

ラ
ク
人
に
せ
っ
か
く
占
領
政

策
を
提
案
さ
せ
た
の
に
、
実

際
に
は
国
防
総
省
が
イ
ラ
ク

人
抜
き
に
占
領
行
政
を
独

占
し
た
。
特
に

A
軍
人
、

党
員
に
対
す
る
措
置
の
ま

ず
さ
が
・・・
治
安
悪
也
の
最

大
の
原
因

V
だ
と
い
う
。

と
ん
な
イ
ラ
ク
に
自
衛

隊
を
派
遣
す
れ
ば
、
テ
ロ

で
犠
牲
が
出
る
。
小
泉
首

相
が
悪
い
と
非
難
が
集
ま

ろ
う
。
悪
い
の
は
ア
ル
カ

イ
ダ
だ
が
、
誰
も
そ
う
は

言
わ
な
い
。
か
と
言
っ
て

派
遣
を
や
め
れ
ば
、
日
米

同
盟
に
ひ
び
が
入
る
。
い

つ
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
が
日

本
を
守
っ
て
く
れ
る
と
思

う
の
は
虫
が
い
い
。

同
盟
国
ア
メ
リ
カ
が
不
人

気
で
疑
問
の
多
い
戦
争
を
始

め
た
場
合
、

日
本
は
ど
こ
ま

で
つ
き
あ
う
の
か
。
今
後
続

発
し
そ
う
な
難
題
だ
。

一い
口
台
は
、
f
-寸
-Y
判
山
市
役
め
ぐ
る

混
乱
し
た
凹
内
附
品
に

J

刊
さ
れ
ぬ

た
め
、
支
ず
、
一
l
t
リ
カ
の
本
川
町

を
見
つ
め
よ
、
っ
と
寸
る
。
あ
わ
せ

て
、
日
本
の
ア

f
デ
ン
テ
「
テ
，

ー
を
附
い
起
し
、
一
ノジ一
j
h
t
部
と

い
う
キ
|
門
l
ド
を
陀
一
ポ
す
る

3

礼
会
シ
ス
テ
ム
に
制
請
さ
れ
る
い
ド山

首
の
生
長
」
乃
に
も
っ
ぱ
、
り
内
町
し

て
き
に
キ
γ
リ
ア
を
活
か
し
に
、

リ
ア
ル
な
凶
り
口
だ
リ

と
は
一
吉
-
一
ん
今
年
の
総
合
椛
誌
に

は
、
日
本
の
ト
l
・ゾ
ル
ん
い
料
提
限

を
附
い
た
ス
ケ
ー
ル

ω↓
へ
さ
は
論

文
が
huか
は
か
見
当
に
、
ハ
-h怖
か
ソ

，
百

f.
に
い
¥
ぃ、
つ十
j
Mけ
-a
あ
)一二
f
J

f

L

f
p
f
し
仏

H
Thu
--
/

う
か
ο
こ
の
隙
に
か
ら
、
あ
わ
た

に
し
い
師
同
の
注
文
原
怖
と
は

m一

っ
た
、
附
惣
力
あ
る
仕
事
を
比
円
台

た
い
と
思
う
ο

く私のお勧め>
@論争 フ ッシュ政権の国家安全保障戦略(ニュー卜 ・L.ギングリッジ、ジョセ

フ ・S・ナイ、ローレンス・コーブ論殴 l2月号
@空回りするアメ リカの対イラク占領政策(酒井啓子世界12月号
@米国と日本の選択服は何か(マイク・モチヅキ、楊大慶、若宮啓文) ニ論座12月号
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橋
爪

(水曜日)

小
泉
内
閣
が
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣

を
決
め
た
。
年
明
け
早
々
に
も
南
東
部

サ
マ
ワ
に
向
け
、
陸
よ
自
衛
隊
の
部
隊

が
出
発
す
る
。

何
の
た
め
の
派
遣
か
、
小
泉
首
相
の

説
明
が
不
十
分
だ
。
だ
が
マ
ス
コ
ミ
の

批
判
も
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
。
そ
の
先
を
掘

り
下
げ
て
考
え
る
手
が
か
り
が
、
総
合

雑
誌
に
見
つ
か
ち
な
い
だ
ろ
う
か
。

A
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
ア

メ
リ
カ
の
占
領
統
治
は
「
う
ま
く
い
か

な
い
」
と
と
を
前
提
に
し
て
報
道
や
論

評
が
な
さ
れ
て
い
る
・
:
0
・:
現
状
を
冷

静
に
見
て
み
れ
ば
、
う
ま
く
い
っ
て
い

る
部
分
も
か
な
り
あ
る
V
A今
回
の
イ

ラ
ク
戦
争
に
対
す
る
反
対
が
最
も
少
な

い
国
と
は
、
イ
ラ
ク
で
あ
る
・

:
V
(池

内
論
文
)
。
世
論
調
査
で
み
る
と
イ
ラ

ク
国
民
の
大
多
数
は
、
ア
メ
リ
カ
が
フ

12月24日2003年(平成 15年)

l 雑誌を読む
月12 

批評と表現文化

大
三
郎
『東
京
工
業
大
教
授
J

F

・
社
会
学
』

セ
イ
ン
政
権
を
打
倒
し
た
乙
と
を
歓
迎

し
て
い
る
。
大
量
破
壊
兵
器
の
有
無
な

ど
気
に
レ
て
い
な
い
。
入
望
む
の
は
速

や
か
な
治
安
回
復
と
社
会
資
本
の
整
備

だ
V
(池
内
恵
「
本
当
の
『
イ
ラ
ク
世

論
』
の
読
み
方
」
H
フ
ォ

l
サ
イ
ト
l

月
号
)
。
フ
セ
イ
ン
政
権
の
残
党
や
、

国
境
を
越
え
て
侵
入
し
た
国
際
テ
ロ
リ

き
ぶ
り
を
よ
く
分
析
し
て
い
る
。

こ
ん
な
状
況
下
で
、
な
ぜ
自
衛
隊
派

遣
な
の
か
o
A
同
り
支
援
活
動
で
も
、

N
G
Oが
や
る
ほ
う
が
ス
ピ
ー
ド
の
聞

で
も
費
用
対
効
果
の
面
で
も
全
然
上
で

す
V
と
い
う
指
摘
も
あ
る
(
大
西
健
丞

「有
効
な
の
は
自
衛
隊
よ
り
N
G
O
」

じ
め
に
米
国
と
の
同
盟
関
係
あ
り
き
」

と
す
る
議
論
は
間
違
っ
て
い
る
し
、
独

立
国
家
と
し
で
あ
っ
て
は
な
ち
な

い
V
。
イ
ラ
ク
復
興
は
日
本
の
責
任
で

も
あ
る
と
考
え
て
論
点
を
整
理
す
れ

ば
、
A
A
日
本
国
憲
法
の
精
神
、
戦
後
日

本
が
掲
げ
て
き
た
原
理
原
則
(
平
和
主

恵氏池内

問
わ
れ
る
日
本
の
国
民
益

ス
ト
が
米
軍
を
ゲ
リ
ラ
攻
撃
し
、
イ
ラ

ク
復
興
を
失
敗
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

だ
り
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
よ
う
な
泥

沼
と
は
ま
る
で
違
『
つ
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
の
戦
後
プ
ラ
ン
が
あ
い
ま

い
な
の
も
、
治
安
悪
化
の
一
因
だ
。
憲

法
が
先
か
選
挙
が
先
か
。
オ
ッ
タ
ウ
ェ

イ
論
文
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
も
た
つ

.イラク れ対デ口、戦争に、不戦敗は許されない(池

内恵) 二諸君月号

「反米Jの背後に期待感。情勢は対テロ戦争に転じた
・戦後イラクの治安と憲法制定の行方(マリナ・ s.
オッタウェイ 論座 1月号

戦闘終結と政治勢力闘の合意、讃法制定の道筋を探れ

・かけ声だけでは準備もできない(小川和久)

=中央公論 i月号

初期に軍事相織は不可欠。 復興支援参加の独自判断を

・スクープ対談「口先だけの自衛隊派遣J(小沢一郎、
猪瀬直樹) 二週刊ポスト 1月 1・9日号

「箪の派遣Jは墨終手段。 国民自ら考え、責任を持て

占
領
統
治
に
ーーーーーー--A

定
の
評
価

同
盟
よ
り
当
事
者
意
識
を

H
論
座
1
月
号
)
。
し
か
し
今
の
イ
ラ

ク
は
、
統
治
能
力
を
失
っ
た
敗
戦
国
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ち
な
い
。
か

な
り
の
期
間
ア
メ
リ
カ
軍
が
駐
留
し
な

り
れ
ば
、
秩
序
の
維
持
も
新
政
府
の
た

ち
上
げ
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。
自
衛
隊
の

派
遣
は
、
そ
の
活
動
を
支
持
す
る
と
い

う
意
味
あ
い
も
あ
る
。

日
米
同
盟
の
た
め
、
北
朝
鮮
の
脅
威

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
派
遣
し
か
な

い
/
ア
メ
リ
カ
追
従
で
な
く
国
連
中
心

で
、
自
主
的
に
判
断
す
べ
き
だ
、
の
不

毛
な
応
酬
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
だ

が
、
別
な
見
方
も
可
能
だ
o
A対
テ
ロ

戦
争
へ
の
参
加
は

「
同
時
多
発
テ
ロ
は

日
本
が
掲
げ
る
平
和
主
義
へ
の
重
大
な

挑
戦
」
と
い
う
位
置
づ
け
が
必
要
と
な

る
0

・:
イ
ラ
ク
戦
争
に
は
日
本
の
個
別

的
自
衛
権
の
側
面
さ
え
あ
る
0

・
:
「
は

義
、
国
連
中
心
主
義
)
に
則
っ
た
か
た

ち
で
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
に
参
加
す
る

理
由
を
国
民
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

る
V
(小
川
論
文
)
。
仮
に
ア
メ
リ
カ

が
存
在
し
な
く
て
も
、
日
本
は
イ
ラ
ク

に
責
任
を
も
つ
べ
き
な
の
だ
と
考
え
て

み
る
乙
と
が
大
事
だ
。

イ
ラ
ク
に
出
た
自
衛
隊
は
、
必
ず
テ

ロ
リ
ス
ト
の
標
的
に
な
る
。
犠
牲
者
が

出
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
テ
ロ

リ
ス
ト
が
悪
い
の
だ
が
、
国
民
は
「
そ

ん
な
危
険
な
場
所
に
派
遣
し
た
小
泉
首

相
が
悪
い
」
と
言
い
そ
う
だ
。
引
き
揚

げ
る
/
引
き
揚
げ
な
い
、
の
大
騒
ぎ
に

な
ろ
う
。
引
き
揚
げ
れ
ば
テ
ロ
リ
ス
ト

の
思
う
つ
ぼ
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
も
日

米
関
係
も
、
手
痛
い
打
撃
を
受
け
る
。

小
泉
首
相
は
、
何
と
し
て
も
引
き
揚
げ

て
は
な
ら
な
い
。
本
来
危
険
な
任
務
で

一郎氏

あ
る
と
と
を
、
ち
ゃ
ん
と
国
民
に
説
明

し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
の
だ
。

入
正
し
い
こ
と
な
5
・・
・
危
険
か
危
険

で
な
い
か
は
、
別
の
レ
ベ
ル
の
話
で
す

よ
。
派
遣
そ
の
も
の
が
正
し
い
と
い
う

の
な
ら
、
そ
れ
を
ど
と
ま
で
も
買
げ
ば

い
い

V
A
や
る
以
上
は
本
気
で
や
る
べ

き
だ
、
と
い
っ
て
い
る
ん
で
す
V
(小

沢

・
猪
瀬
対
談
の
小
沢
発
言
)
。
当
事

者
意
識
の
な
い
ま
ま
へ
っ
ぴ
り
腰
で
自

衛
隊
を
送
っ
て
も
、
日
米
同
盟
に
プ
ラ

ス
に
な
ら
な
い
、
が
氏
の
持
論
だ
。

フ
セ
イ
ン
元
大
統
領
が
拘
束
さ
れ
、

リ
ビ
ア
が
大
量
破
壊
兵
器
の
廃
棄
に
合

意
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
も
ひ
と
患
つ

い
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
の
正
当
性
を
傍
証

し
た
か
た
ち
に
な
り
、
北
朝
鮮
六
カ
国

協
議
に
も
追
い
風
と
な
り
そ
う
だ
。

残
さ
れ
た
議
論
は
な
に
か
。

ま
ず
、
自
衛
隊
の
派
遣
と
憲
法
の
関

係
。
乙
れ
は
、
条
文
解
釈
の
問
題
で
は

な
い
。
憲
法
は
、
政
府
を
ど
う
組
織
す

る
か
の
、
明
示
さ
れ
た
国
民
の
意
思
で

あ
る
。

自
衛
隊
の
存
在
を
半
世
紀
近
く

認
め
て
き
た
の
が
国
民
の
意
思
。
乙
れ

に
合
わ
せ
て
条
文
を
修
正
す
る
か
た
ち

の
憲
法
改
正
が
日
程
に
の
ぼ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
日
本
の
安
全
保
障
。
イ
ラ

ク
戦
争
は
、
ネ
オ
コ
ン
の
自
作
自
演
で

は
な
い
。
突
出
し
た
軍
事
力
を
も
っ
ア

メ
リ
カ
が
世
界
に
関
与
す
る
必
然
的
な

か
た
ち
で
あ
る
。
単
独
行
動
主
義
の
ア

メ
リ
カ
と
国
連
に
代
表
さ
れ
る
国
際
社

会
と
を
ど
う
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
て
日
本
の

国
益

(国
民
益
)
と
結
び
つ
け
る
か
。

新
し
い
構
想
が
求
め
ち
れ
る
。

第
三
に
、
政
府
が
合
理
的
に
政
策
を

立
案
し
、
国
民
に
説
明
し
て
同
意
を
求

め
る
能
力
を
高
め
る
こ
と
。
政
府
は
国

民
を
も
っ
と
信
頼
し
、
国
民
は
建
設
的

な
批
判
や
対
案
を
考
え
る
o
Aと
に
か

く

一
度
政
権
を
変
え
て
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
道
が
開
け
て
く
る
V
(小
沢
発

言
)
の
で
は
な
い
か
。
小
泉
政
権
の
正

念
場
が
ま
も
な
く
訪
れ
る
。

づ、:尺


